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)車両への取付作業
　

本装置は、市民の生命、身体及び財産を守るに当たり重要な装置であることから、車両の取付作業に当たっては、耐風、耐水、耐震及び耐久性に優れた取付仕様とすること。
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１　取付工程
取付作業に当たっては、甲乙協議のうえ計画的かつ効率的に行うものとし、乙は、作業工程を事前に甲に示すものとする。
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２　災害発生時の対応
乙は、災害出動の支障にならないよう作業を進めるものとし、災害発生時、甲は、乙に作業の停止及び現状復旧を命ずることができるものとする。

３  車両分類及び取付数
車両への取付は、車両タイプ別に甲の指示によって行う。取付及び通線は、車両の管理、点検に支障にならないよう適切な方法で行うこと。
　[タイプ別分類]
	タイプ
	車両種別
	車両数
	説　明

	Ａ
	普通積載車
	　４０
	トラックタイプの乗用車で、車内に無線機本体を設置する。


	Ｂ
	ポンプ車
	　５
	車両重量が概ね４ｔ程度の消防車両で、車内に無線機本体を設置する。
車両一覧で指定する３台は、車外通話装置及びスピーカを増設する。

	Ｃ
	軽積載車
軽防災トラック
	３５
	ワンボックスタイプまたはトラックタイプの軽乗用車で、車内に無線機本体を設置する。


	合　計
	８０
	




４　取付車両及び取付機器等
(1) 本装置を取付する各車両の名称、車体寸法、ハンドセット及びスピーカの取付数等は、別紙１「車載型移動局無線装置設置車両一覧」のとおり。
 (2) 無線装置本体、増設ハンドセット及び増設外部スピーカの取付位置について、仕様に示す位置に取付難い場合は、甲乙協議のうえ取付位置を変更することができる。
 (3) 無線装置本体の分離型は、仕様に示す位置に取付け難い場合は、甲乙協議のうえ無線機本体を一体型に変更することができる。

５　 取付作業要領等
(1)  電源
  無線装置の電源は、車両の電源メインスイッチを介して行う。
電源メインスイッチのない車両は、アクセサリー電源連動とし、エンジン始動時以外でも電源供給ができる構造とする。
(2)  外部スピーカ等
各車両の使用目的に合わせ、車両一覧により増設する。キャビン内に設けるスピーカは、音量調節が可能な卓上型とし、車外通話装置に設けるスピーカは、トランペット型とする。
車外通話装置には、電源スイッチを設けること。
(3) 機器相互の接続ケーブル等
増設するハンドセット及び外部スピーカの数に応じた必要数とする。
電源ケーブルの供給側には電気容量に見合ったヒューズを設けること。

６　調整試験及び障害発生時の対応
本装置の取付けを終えた各車両は、検収までの間、調整試験を行うものとする。
取付後に不具合等障害が発生した場合、乙は、速やかに乙の負担において改修する。
ただし、甲に過失がある場合は、甲乙協議の上、改修に係る負担割合を決定するものとする。
